
鳥インフルエンザウイルスは鳥類に感染する A型イ

ンフルエンザウイルスである。鳥インフルエンザウイル

スは鶏に対してほぼ 100％の死亡率を示す高病原性と，

無症状から産卵率の低下や軽い呼吸器症状を呈する低病

原性の 2つのタイプに分類される。A型インフルエンザ

ウイルスにはエンベロープ上に突出するヘマグルチニン

（HA）の抗原性の違いにより H1～H15の亜型が，またノ

イラミニダーゼ（NA）の抗原性により N1～N9の亜型が

それぞれ存在する。そのうち HAは本ウイルスの病原性

に直接関与しており，過去に高病原性鳥インフルエンザ

を引き起したウイルスは H5および H7の亜型のみであ

る1）。これまで，鳥インフルエンザウイルスはヒトに直接

感染することはないと考えられてきた。しかし，1997

年に香港で H5ウイルスによる高病原性鳥インフルエン

ザが発生した際には 18名が感染し，うち 6名が死亡し

た2,3）。また 1999年には同じく香港で低病原性の H9鳥

インフルエンザウイルスが 2名に感染したことが報告さ

れた4）。その後も鳥インフルエンザウイルスによるヒト

への感染および死亡例がアジア5,6），ヨーロッパ7），北米8）

等で報告され，現在では鳥インフルエンザは単なる鳥類

の疾病ではなく，重要な人獣共通感染症と考えられてい

る。

インフルエンザウイルスはエンベロープを有するウイ

ルスで，消毒薬に対する抵抗性は弱く，エーテルなどの

脂質溶媒，次亜塩素酸ナトリウム，グルタラール，フタ

ラール，ポビドンヨード，過酢酸，アルコール等が有効

であるとされている9）。ポビドンヨード（PVP-I）はポリビ

ニルピロリドンとヨウ素の複合体で，主に生体に用いる

外用消毒薬として広く汎用されている10）。インフルエン

ザウイルスに対する PVP-I製剤の不活化作用は川名ら11）

およびWutzlerら12）により報告されている。しかし，これ

らの試験ではいずれもヒトのインフルエンザウイルスを

用いており，鳥インフルエンザウイルスに対する PVP-I

製剤の効果についての報告はない。そこで，今回われわ

れは，過去にヒトに感染したことがある鳥インフルエン

ザウイルスと同じ HA亜型（H5，H7および H9）のウイ

ルスを用い，医療用，一般用，動物用の医薬品として試

験に供した PVP-I製剤の本ウイルスに対する不活化作用

を in vitro で検討した。

PVP-I製剤は PVP-I消毒液（イソジン�液，製剤原液中

の PVP-I含有量：10 W�V％），PVP-I手指消毒液（イソジ

ン�スクラブ，同：7.5 W�V％），速乾性 PVP-I手指消毒液

（イソジン�パーム，同：0.5 W�V％），PVP-I含嗽液（イソ

ジン�ガーグル，同：7.0 W�V％），PVP-I喉用液（イソジ

ン�のどフレッシュ，同：0.45 W�V％）および動物用
PVP-I消毒液〔イソジン�液（動物用医薬品），同：10 W�
V％〕（いずれも明治製菓）を用いた。各 PVP-I製剤は原液

あるいは試験直前に滅菌蒸留水で希釈して用いた。試験

に用いた各 PVP-I製剤の濃度は用量・用法に規定された

濃度を中心に設定した。被験ウイルスは 2004年に京都の

カラスから分離された高病原性の A�crow�Kyoto�T2�04

（H5亜型，以下 Cr�T2株）および低病原性の A�whistling

swan�Shimane�499�83（H5亜型，以下 Sw�499株），A�
whistling swan�Shimane�42�80（H7亜 型，以 下 Sw�42

【速 報】

ポビドンヨード製剤の抗鳥インフルエンザウイルス活性

伊藤 啓史1）・疋田 宗生2）・大塚 昭2）・八代 純子2）

喜田 宏3）・大槻 公一4）・伊藤 壽啓1）

1）鳥取大学農学部獣医公衆衛生学教室＊

2）明治製菓株式会社
3）北海道大学大学院獣医学研究科動物疾病制御学講座
4）鳥取大学農学部獣医微生物学教室

（平成 16年 11月 29日受付・平成 16年 12月 8日受理）

鳥インフルエンザウイルスに対するポビドンヨード（PVP-I）製剤のウイルス不活化効果を in vitro
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PVP-I喉用液および動物用 PVP-I消毒液）は H5，H7および H9亜型の鳥インフルエンザウイルスとわず

か 10秒間反応させることにより，ウイルス感染価を検出限界以下に低下させた。したがって，各種 PVP-I

製剤は鳥インフルエンザウイルスを効果的に不活化する作用を有すると考えられた。
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Table 1. Virucidal activity of PVP-I against influenza viruses

 Mean titer of remaining viruses（EID50/0.1 mL）
PVP-I

concentration
（%） b）

PVP-Ia）

product LPAId）HPAIc）

Dk/26（H9）Sw/42（H7）Sw/499（H5）Cr/T2（H5）

―――― e）2PVP-I solution
――――0.5PVP-I scrub

――――0.25PVP-I palm

――――0.23PVP-I gargle

――――0.23PVP-I throat
spray

――――2PVP-I solution
for animals

104.8105.5104.8106.50Control（PBS）

a）PVP-I: povidone-iodine
b）Numbers show the final concentration of each PVP-I product
c）HPAI: highly pathogenic avian influenza virus
d）LPAI: low-pathogenic avian influenza virus
e）Below detection limit

株）および A�duck�Hokkaido�26�99（H9亜型，以下 Dk�
26株）の計 4株で，10日齢発育鶏卵の漿尿膜腔に接種し，

37℃で 2日間増殖させたものを用いた。試験方法は川名

ら11）の報告を参考に以下のごとく行った。被験ウイルス

0.25 mLに PVP-I製剤 0.25 mLを混合し 25℃で 10秒間

反応させた後，ただちに 0.5％チオ硫酸ナトリウムを含

むリン酸緩衝液（pH7.0）を加え，反応を停止させた。反

応液は 100～107に 10倍階段希釈し，その 0.1 mLを 10

日齢発育鶏卵の漿尿膜腔に接種した。発育鶏卵は 37℃で

2日間培養し，赤血球凝集試験により漿尿液中のウイル

スの増殖の有無を確認し，Reed and Muench13）の方法に

より反応液中に残存したウイルス感染価を求めた。なお，

Cr�T2株を用いた試験は北海道大学獣医学研究科内の P

3実験施設で実施した。

試験結果を Table 1に示した。いずれの PVP-I製剤も

試験に供した各製剤の各濃度においてわずか 10秒間の

作用で，病原性あるいは HA亜型に関わらずいずれのウ

イルスをも完全に不活化した。

鳥インフルエンザウイルスに限らずインフルエンザウ

イルスの感染予防には手洗いやうがいが有効であること

が知られている。本研究により in vitro において PVP-I

手指消毒液や PVP-I含嗽液が鳥インフルエンザウイルス

の不活化に十分な効果をもつことが明らかにされた。し

たがって，PVP-I製剤は高病原性鳥インフルエンザの発

生地や医療現場においても，ヒトの鳥インフルエンザウ

イルスの感染予防に効果が期待できるものと考えられ

た。
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Virucidal efficacy of povidone-iodine products against avian influenza viruses
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The in vitro virucidal efficacy of povidone-iodine products against avian influenza viruses was investigated.
The viral infectious titers were reduced below the detection limit by incubation with the povidone-iodine prod-
ucts used in this study（PVP-I solution, PVP-I scrub, PVP-I palm, PVP-I gargle, PVP-I throat spray and PVP-I solu-
tion for animals）for only 10 seconds. These results indicate the virucidal efficacy of these povidone-iodine
products against avian influenza viruses.
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